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清華大学附属中学生(日本では高校生に当る)で昭和 41(1966)年 5 月 29 日であるが，この
時は数名の秘密裏の結成だから，行動を起したのは，それからしばらく経ってからという
ことになる．紅衛兵こそ文化大革命(正式には「プロレタリア文化大革命」)を大衆運動へ




ても，この前には「反右派闘争」(1957 年 6 月～1958 年前半，犠牲者は 55 万人)，「大躍
進政策」(1958～61 年)の大失政(楊継縄『鄧小平時代』は 59 年から 61 年までの間に，餓


































































































































































   寥志剛『私の体験した文化大革命：四人組の行ったこと・日本に学ぶべきこと』 
       (村上厚訳)，日新報道，昭和 55 年 10 月． 
   陳凱歌『私の紅衛兵時代』講談社現代新書，平成 2 年 6 月． 






   楊麗君『文化大革命と中国の社会構造 ─ 公民権の配分と集団的暴力行為』 
       御茶の水書房，平成 15 年 12 月． 
これも初めから日本で日本語で書かれたものである． 
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 次の翻訳本は香港で出版された『文革大屠殺』(開放雑誌社，平成 14＜2002＞年 7 月) 
の翻訳である(私は当時この原本を早い機会に入手していた)． 
   宋永毅編『毛沢東の文革大虐殺：封印された現代中国の闇を検証』(松田州二訳)， 
      原書房，平成 18 年 1 月． 
 次の三つは更に貴重な文献で，文革がチベット族とモンゴル族に及した恐ろしい記録で
ある． 
   ツェリン・オーセル(写真：ツェリン・ドルジェ)『殺劫(シャーチェ)：チベットの 
      文化大革命』(藤野彰・劉燕子訳)，集広社(中国書店発売)， 
       平成 21 年 10 月． 
   楊海英編『モンゴル人ジェノサイドに関する基礎資料』(1，2)＜内モンゴル自治区 
       の文化大革命 1，2＞，風響社，平成 21 年 1 月． 
   楊海英『墓標なき草原 ─ 内モンゴルにおける文化大革命・虐殺の記録』(上・下)， 















を以て今さら乍らに思い出されるのである．あれから実に 44 年の月日が流れた． 
 
註 
1)  楊継縄『鄧小平時代』(上・下)は，大陸の中共編訳出版社の 1998 年の出版．伊藤正『鄧小平秘 
録』上(産経新聞社，平成 10年 2月)，p. 251より引用． 
2)  朱沢秉『「文革」を生きた一知識人の回想』(細井和彦・李青訳)，ウェッジ，平成 22年 2月． 








6)  本書，p. 82． 
7)  同前． 
8)  同前． 
9)  本書，p. 255． 
10) 大陸における文革批判関係の出版物については，福岡愛子『文化大革命の記憶と忘却』 (新曜社，
平成 20年 8月)という詳細な著述があり，全体を俯瞰し易い． 
11) 政治的な意味での伝記や回想については，伊藤正『鄧小平秘録』下(産経新聞社，平成10年4月)，
巻末資料 pp.30～36参照．個別の回想や記録については，福岡愛子，前掲書の巻末資料 pp. 395～392
参照． 
12) 小林路義「日本語の言語空間としての大きさ」，『環太平洋地域における日本語の地位』(国立
国語研究所編)，凡人社，平成 18年 3月． 
13) 陳思和の話の原文は，李輝編著『残缺的窓欄板─歴史中的紅衛兵』＜こわれた窓枠─歴史の中の
紅衛兵＞(1998年)．福岡愛子，前掲書，p. 138より引用． 
14) 福岡愛子，前掲書，p. 349，注(45)． 
15)『週刊新潮』平成 21年 10月 22日号． 
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